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昭
和
十
三
年
「
我
が
大
君
に
召

さ
れ
た
る
」
の
軍
歌
で
日
の
丸
の

小
旗
を
振
り
な
が
ら
、
高
等
小
学

生
を
先
頭
に
国
防
婦
人
会
、
在
郷

軍
人
会
、
村
民
総
出
で
、
昨
日
は

小
出
、
今
日
は
倉
俣
、
重
地
と
毎

日
の
よ
う
に
出
征
兵
士
と
併
せ
て

戦
没
者
の
遺
骨
帰
還
に
田
沢
駅
ま

で
徒
歩
で
送
迎
し
た
当
時
、
私
は

青
年
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

下山鈴木豊平さん

　
こ
の
写
真
は
そ
の
一
枚
で
、
学

校
と
い
っ
て
も
週
二
、
三
回
の
軍

事
教
練
で
し
た
。

　
当
時
の
軍
隊
は
、
上
官
の
命
令

が
「
朕
」
即
ち
天
皇
の
命
令
と
思

い
、
自
分
に
対
し
一
階
級
で
も
上

の
兵
隊
が
木
刀
を
持
っ
て
、
　
「
こ

れ
は
竹
だ
な
あ
」
と
言
わ
れ
て
も

「
は
い
、
そ
う
で
あ
り
ま
す
」
と

答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
絶
対
服

　
従
の
時
代
で
し
た
。

　
戦
争
責
任
が
あ
る
と
か
な
い

　
と
か
、
善
を
善
と
せ
ず
、
悪
を

　
悪
と
し
な
い
。
こ
れ
が
一
票
を

　
投
じ
た
返
球
か
と
思
う
と
心
証

　
を
計
り
知
れ
な
い
寂
し
さ
が
あ

　
り
ま
し
た
。

　
前
列
の
左
端
が
私
で
す
。
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oツベルクリン反応及ぴBCG（S63．1．1～63．12．31生）

ツベル刎ン検査 判定及びBCG 会場・時間・対象地区

4月10日 4月12日
保健センター／14：00～15：00

田沢、清津峡地区

4月11日 4月13日
保健センター／14：00～15：00

高道山、倉俣、貝野地区

5月8日 5月10日
保健センター／14：00～15：00

再ツ反者、未接種者

望き獄

ノ
〆

■結核検診

　5月8日／9：30～14：30／新屋敷、本屋敷、堀之内、宮中

　5月9日／9：30～15：00／上山、田中、山崎

　5月10日／9：30～15：00／小原、桂、干溝、荒屋、芋沢

0妊婦検診
　4月21日／上村病院／13：30～14：00

■母親学級

　4月21日／上村病院／12：45～13：30／妊娠中の栄養

■1歳半児検診（S62．4．2～62．9．30生）

　4月28日／保健センター／13：00～13：30

■胃ガン検診

　4月17日／保健センター／7：30～9：00／如来寺、桂

　4月18日／保健センター／7：30～9：00／上山

　4月19日／干溝集落開発センター／7：30～9：00／干溝、小原

馳』』＿＿＿＿眼●噸”剛”咽■”■一門噸鴨”明蔦潮圃卜．㌘1
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残
雪
が
な
く
土
の
香
り
漂
う

三
月
十
五
日
行
わ
れ
た
中
学
校

卒
業
式
の
様
子
で
す
。

　
卒
業
生
八
十
九
人
は
、
一
人

一
人
在
校
生
に
見
送
ら
れ
、
沢

山
の
思
い
出
を
胸
に
三
年
間
通

っ
た
学
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

〇
九
力
年
間
皆
勤
者

　
南
雲
　
謙
さ
ん
（
田
中
）

　
鈴
木
常
治
さ
ん
（
重
地
）

娠
、
予

ロ

祷一
　
1

　
　
◆

4月11日～5月10日

だ

11（幻
ツベルクリン検査（右参照）

12㈱
ツベルクリン判定及びBCG（右参照）

13休）
ツベルクリン判定及びBCG（右参照）
老人工芸品展示即売（老人福祉センター9：00～
14日まで）

14㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　藤田義一）

⑬（日）
休日救急医（池田医院費52－2581）

17（月）
胃ガン検診（右参照〉

18（幻
胃ガン検診（右参照〉

19㈹
胃ガン検診（右参照）

20休）
農家相談日（中里村役場農業委員会8：00～17：00〉

21㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13100～16：00
相談貝　樋口永蔵）

母親学級、妊婦検診（右参郷）

⑳（日）
休日救急医（大島医院a52－2957）
村野球協会長杯（宮中村民グランド9：00～）

28㈹
心配ごと・行政相談日（老人幅祉センター13：00～16：00

相談貝　江口行男、山田正平）

乳幼児検診（右参照）

⑳q二）
みどりの日

休日救急医（庭野医院君52－2711）
第2回信濃川河岸段丘ウォーク

⑳（日）
休日救急医（占藤医院魯65－3001）

％㈹
憲法記念日

休日救急医（中条病院費57－3018）

④㈲
休日救急医（富田医院魯52－3269）

⑤㈹
こどもの日

休日救急医（大坪医院費57－6100〉

黄桜の丘桜まつり10：00～

7（日）
休日救急医（L村病院a65－2111）

8（月）
結核検診（右参照）

ツベルクリン検査（右参照）

9（火）
結核検診（右参照）

10休）
結核検診（右参照）

ッベルクリン判定及びBCG（右参照）
交通安全家庭の日

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

一東京・大宮までの新幹線運賃改定一

　　消費税導入により鉄道の運賃が改定したのに

伴い、役場で取り扱っている越後湯沢駅から東

　京都内、大宮までの料金が次のようになりまし

　た。0東京都内（片道）旧5，100円→新5，240円
　　　■大宮　　　（片道）旧4，800円→新4，930円

　　なお、普通より片道で2区間とも420円割引き
　になっていますのでぜひご利用ください。お求
　めは住民課窓口へ。土・日曜日も可能です。

毎月10日発行

綴。

　　　■989
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一般会計予算の構成

呂
自主財源（30．4％）

依存財源（69．6％）

留
嬢

、
幅
　
潮

・
晒

地万交付税

1，360，000

（46．4％）

県支出金’

337，327

（11．5％）

一
般
会
計
舗
％
の
伸
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幌
幌
跳
幌
眺
跳

2
0
　
α
0
　
1
　
2

Q
O
l
Q
》
∩
∠
0
広
U

－
只
》
9
　
　
　
∩
》
－

り
つ
の
　
の
　
　
　
の
　

70

11

24

　
3
0
餌

金
料
入
金
金
入

旧
一
貌
…

繋
収
付
護

金
料
産

担
田
川

分
使
財
寄
繰
諸

国庫支出金84，586（2．9％）

村　　　債180，500（o．2％）・

地万譲与税48，200（1．6％）・

利子割交付金　4，000（o．1％）・

龍韓1臓交溢24，900（o．9％）・

交通安全対策特別交付金1，000・

　　　　　　　　　　（0．0％）

2

護会費53，014（1．8％）予備費15，000（0．5％）

縁務費

557，985

（19．0％）

災害復旧費
45，663

（1．6％）／

’　　　　公債費

　　　　　283，781

　　　　　（9．7％）

教育費

322，179

（11．0％）

　　　　　　　　民生費
　　　　　　　　214，353
　　　　　　　　（7．3％）

　　　　　衛生費
　　　　　　　181，509
　　　　　　　　（6．2％）

農林水産業費

　599，965

（20．4％）　　労働費
　　　　　　　　　11，753
　　　　　　　　（0．4％）

士木費

495，790

（16．9％）

翻＼
（3．1％）

予
算
総
額
は
4
0
億
㎜
万
円

　
　
平
成
元
年
三
月
定
例
議
会
が
三
月
九
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
十
六
日

　
問
の
会
期
で
開
か
れ
、
総
額
四
十
億
三
千
七
百
三
十
二
万
六
千
円
の
新
年

　
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
村
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
一

　
般
会
計
予
算
は
二
十
九
億
三
千
三
百
万
円
、
医
療
な
ど
の
特
別
会
計
予

　
算
は
十
一
億
四
百
三
十
二
万
六
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
七

　
年
か
ら
続
い
て
い
た
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
は
、
本
年
度
中
魚
沼
農

　
業
共
済
組
合
へ
の
合
併
に
伴
い
終
結
す
る
二
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
を
中
心
に
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

團
大
巻
を
国
県
に
依
存

予
算
編
成
は
、
最
初
に
「
歳
入
」

が
ど
れ
だ
け
見
込
め
る
か
と
い
う
検

討
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

財
源
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
で
は
、
依
存
財
源
か
ら
み
て
み
ま

し
よ
う
。
国
や
地
方
の
税
源
配
分
に

伴
う
地
方
交
付
税
が
歳
入
全
体
の
ほ

ぽ
半
分
近
い
比
率
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
国
・
県
支
出
金
な

ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と

六
十
九
・
六
％
に
も
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
自
主
財
源
は
、
村
税
の
ほ

か
分
担
金
や
使
用
料
な
ど
で
三
十
・

四
％
と
な
っ
て
お
り
、
国
や
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
が
実
情
で
す
。

　
今
後
も
こ
れ
ら
の
国
費
や
県
費
を

で
き
る
だ
け
多
く
獲
得
し
、
積
極
的

に
村
の
発
展
の
た
め
の
事
業
を
行
っ

て
い
く
努
力
が
大
切
で
す
。

（単位：千円）

平成元年度講難の規模

　
今
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
総
額

は
二
十
九
億
三
千
三
百
万
円
で
す
が
、

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
「
歳
出
」
と
同
額

國

商工費　　＼
60，497（2．1％）

で
あ
り
、
昨
年
に
比
べ
九
・
九
％
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
J
R

東
日
本
信
濃
川
工
事
事
務
所
が
新
規

取
得
し
た
資
産
の
業
務
開
始
に
伴
う

固
定
資
産
税
（
村
税
）
や
新
規
に
設

け
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
創
生
に
よ
る
地

方
交
付
税
な
ど
の
増
に
よ
る
も
の
で

す
。　

次
に
右
の
円
グ
ラ
フ
の
歳
入
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
歳
入
の
中
に
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
村
税
な
ど
の
自
主

財
源
と
国
・
県
の
財
源
に
頼
る
依
存

総務費
82，517円

＆
一般的な事務に

民生費
31，699円

福祉の充実などに

衛生費
　26，842円

鱒
保健活動や清掃の

充実に

ト
ッ
プ
入
れ
か
わ
る

　
　
　
教
育
費
か
ら
農
林
水
産
業
費
へ

　
当
村
は
、
こ
れ
ま
で
義
務
教
育
施

設
整
備
を
最
優
先
し
て
き
ま
し
た
が
、

お
お
む
ね
一
段
落
し
た
と
考
え
ま
す

の
で
、
今
後
は
道
路
改
良
を
は
じ
め
、

農
業
基
盤
と
生
活
環
境
の
改
善
や
リ

ゾ
ー
ト
法
の
制
定
と
県
構
想
の
認
定

に
伴
い
、
農
業
プ
ラ
ス
保
養
地
づ
く

り
に
重
点
を
置
い
た
行
政
へ
と
移
行

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
右
の
円
グ
ラ
フ
の
歳

出
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
度
ト
ッ

プ
だ
っ
た
教
育
費
に
か
わ
り
、
農
林

水
産
業
費
が
二
十
・
四
％
と
ト
ッ
プ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
村
民
一
人
当
り

平成元年度
予　算　額

昭和63年度
予　算　額

比　較 伸率

一般会計 2，933，000 2，668，000 265，000
　％
9．9

特
　
別
　
会
　
計

国保事業 542，159 513，896 28，263 5．5

国保施設 84，991 77，857 7，134 9．2

老人保健 420，932 381，740 39，192 10．3

簡易水道 56，244 51，954 4，290 8．2

農業共済 0 81，200
△
8
1
， 200

△
1
0 0．0

合　　　計 4，037，326 3，774，647 262，679 7．0

に
使
わ
れ
る
お
金
の
総
額
は
、
四
十

三
万
三
干
円
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
に
、

ど
ん
な
事
業
に
使
わ
れ
る
の
か
主
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

温泉探査を実施

　
庁
舎
の
環
境
改
善
を
昨
年

度
よ
り
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
冷
房
施
設
整

備
と
浄
化
槽
の
改
善
を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
た
、
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ

ー
ト
の
設
立
に
伴
い
、
地
域

消防費
13，533円

轟
消防業務に

開
発
の
た
め
の
調
査
や
村
お
こ
し
事

業
を
計
上
。
特
に
本
年
度
は
、
地
域

資
源
デ
ー
タ
化
事
業
を
実
施
し
温
泉

探
査
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
都
市

と
の
交
流
や
ス
キ
ー
場
新
設
を
契
機

に
イ
ベ
ン
ト
も
継
続
し
ま
す
。

　
克
雪
対
策
と
し
て
は
、
昨
年
度
創

設
し
た
「
雪
国
は
つ
ら
つ
条
例
」
の

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
本
年
度
よ

り
克
雪
住
宅
資
金
貸
付
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

般会掛人あたりに使われるお金
農林水産業費

　88，725円

鰍・
　　貿●

農業などの振興に

士木費
　73，320円

無
綿道路整備や除雪

費に

教育費
47，645円

学校教育や社会

教育の充実に

村民一

公債費
41，967円

羅
村の借金返済に

平成元年4月10日o’マ～

へき地保育の

2ヵ月延長継続

　
昨
年
度
保
育
料
改
定
の

際
、
一
部
国
の
基
準
よ
り

減
額
し
軽
減
を
図
っ
て
き

ま
．
し
た
が
、
本
年
度
も
こ

れ
を
継
続
す
る
と
共
に
、

へ
き
地
保
育
所
の
二
ヵ
月

その他
27，499円

紳
議会費、商工費

など

　　　広報か3



1
へ
簗
、

延
長
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
く
健

康
な
育
成
を
図
る
た
め
、
児
童
遊
園

地
の
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　
老
人
対
策
と
し
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
引
き
続
き
援
助
を
行
い
、

寝
た
き
り
老
人
や
一
人
暮
ら
し
老
人

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

』

備
医
療
費
の
増
加
に
伴
っ
て

整
費
用
負
担
が
年
々
高
ま
り
、

を設
国
保
加
入
者
の
負
担
は
限
界

施
　
に
達
し
財
源
は
苦
し
く
な
る

健
芳
で
す
・

保人
し
か
し
な
が
ら
、
加
入
者

老
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
、
基
金
と
一
部
を
取
り
く
ず

し
こ
れ
に
充
て
ま
す
。

　
昨
年
住
民
か
ら
の
陳
情
や
村
の
状

況
を
配
慮
し
、
地
域
福
祉
の
観
点
か

ら
地
元
病
院
に
老
人
保
健
施
設
整
備

を
進
め
ま
す
。

ま
す
。
村
道
で
昨
年
度
測
量
調
査
し

た
白
羽
毛
と
市
之
越
を
結
ぶ
田
沢
・

白
羽
毛
線
は
、
地
形
が
急
峻
な
た
め

工
事
費
が
予
想
以
上
に
多
く
要
す
る

見
通
し
で
す
。

　
し
か
し
、
通
学
路
や
営
農
、
今
後

当
間
山
麓
開
発
を
控
え
、
重
要
路
線

と
な
り
ま
す
の
で
打
開
策
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
村
中
心
部
の
国
道
一
一
七

号
線
拡
幅
工
事
に
伴
い
、
村

で
は
関
係
地
区
内
に
村
道
の

新
設
、
商
店
街
近
代
化
推
進

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
清
津
峡
対
策
に
つ
い
て
は
、

昨
年
環
境
庁
や
営
林
署
、
県

　
　
　
　
　
、
具
体
的
な
方

し
て
も
改
善
に
努
め
ま
す
。

　
曲
一
　
本

　
農
業
共
済
の
合
併
に
よ
り

事
務
所
は
十
日
町
市
へ
移
り

ま
す
が
、
地
元
と
の
連
絡
等

は
引
き
続
き
担
当
課
で
行
い

組
合
員
と
の
連
携
を
強
化
し

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
新
事
務
所
早
期

4

農業共済4月に合併

に
　
　
国
道
二
七
号
線
の
荒
屋
、

占
猟
　
山
崎
、
上
山
地
内
と
国
道
三

重
五
三
号
線
の
倉
下
、
葎
沢
、

を備
角
間
地
内
で
の
改
良
工
事
は

整
本
年
度
も
大
々
的
に
進
展
が

路
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に

道
　
角
間
地
内
の
清
津
峡
小
学
校

付
近
は
、
本
年
度
よ
り
進
め
ら
れ
ま

す
。　

県
道
で
は
、
芋
川
、
倉
俣
地
内
の

家
屋
移
転
と
改
良
工
事
が
実
施
さ
れ

魅力ある商店街を形成観
光
課
等
で
調
査
し

策
に
つ
い
て
村
を
含
め
鋭
意
検
討
中

で
す
。
国
や
県
の
方
針
が
早
期
に
決

定
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
、
実
施

に
あ
た
っ
て
は
村
も
応
分
の
負
担
を

建
設
の
た
め
助
成
を
行
い
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　
農
地
整
備
事
業
の
う
ち
、
特
に
桔

梗
原
地
区
県
営
圃
場
整
備
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
村
と
し
て
も
応
分
の
援

助
を
行
い
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
構
造
改
善
事
業
で
は
中
里
村

農
協
の
花
き
集
出
荷
貯
蔵
施
設
な
ど

を
予
定
し
、
農
業
の
効
率
化
と
経
費

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
広
域
農
道
に
つ
い
て
は
、
倉
俣
大

橋
か
ら
倉
俣
大
原
に
至
る
坂
の
部
分

と
東
田
沢
方
面
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
遣
　
　
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
七

が
派
年
間
、
中
里
中
、
田
沢
小
、

員
ら
倉
俣
小
と
毎
年
大
型
校
舎
の

導
か
建
築
に
多
額
の
費
用
を
か
け

指
県
て
き
ま
し
た
．

育
さ
ら
に
、
高
道
山
小
、
清

体
津
峡
小
の
木
造
か
ら
永
久
造

へ
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
児
童
の

減
少
や
道
路
事
情
の
改
善
と
も
に
ら

み
合
わ
せ
て
将
来
を
構
想
し
て
い
き

ま
す
。

　
上
級
学
校
進
学
の
た
め
に
育
英
事

業
を
見
直
し
、
入
学
準
備
金
・
奨
学

金
貸
付
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
村
民
の
社
会
体
育
の
向
上
に
努
め

る
た
め
、
県
よ
り
専
任
体
育
指
導
員

が
派
遣
さ
れ
ま
す
。

総
・嘱託登記

●リゾート地域活用コンサル委託

1，517

500

務 ・温泉探査・水脈調査 2，000

費：寛塾篇杢養罎バル補助 　300
2，000

●重度心身障害者医療費助成事業 237

民 ・老人福祉大会事業 166

生
・家庭奉1士員派遣事業

・ねたきり痴果老人見舞金

158

費 及び介護者手当支総事業 182

・児童遊園地整備事業 120

衛 ●保健対策推進事業（健康つくり大会ほか） 126

生
・結核予防対策事業

●津南衛生施設組合負担（清掃センター・火葬場）3，734

211

費 ●老人保健施設整備助成事業 3，500

・農業共済事務所建設負担 429

農 ●県営広域営農団地農道整備負担 2，045

林 ●県営ため池等整備事業負担（清田山ほか2地区）／，326

水
産

●団体営地すべり関連事業（田代・野中地区）

●新農業構造改善事業（花き集出荷貯蔵施設ほか）

13，08／

6，328

業 ●第三期山振農林漁業対策事業（芋川集会施設ほか）

費 2，695

●林道整備事業（角間士倉線ほか） 7，312

商 ・商店街近代化推進事業 570

工
●商店共同利用会社（第三セク9一）出資金

・観光誘客宣伝事業

200

198

費 ●公園施設整備事業（七ツ釜遊歩道ほか） 850

士
・気象観測器設置事業

・下水道整備計画策定事業

700

700

木 ●下水道管埋設事業（国道改良関係） 500

費
●村道改良舗装事業（改良9路線、舗装11路線）

19，645

一
教

●入学準備金・奨学金貸付事業

●学校施設修繕事業（倉俣小大改造ほか）

1，120

5，702

育 ・埋蔵文化財発掘調査事業 500

費
●社会体育施設改修事業（田沢地区体育館ほか）

2，80／

公
共
施
設
を
取
り
入
れ
た

　
　
　
　
．
：
醤
ヨ
魏

　
商
店
街
と
村
が
一
体
と
な
っ
て
、
国
道
拡
幅
を
契
機
に
魅
力
あ

る
新
し
い
商
店
街
を
形
成
し
、
活
性
化
を
図
ろ
う
と
旧
第
一
酒
造

周
辺
に
公
共
施
設
を
含
め
た
集
合
店
舗
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
実
施
団
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
「
中
里
村

地
域
開
発
株
式
会
社
」
の
発
起
人
会
が
、
三
月
二
十
七
日
役
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。

第3セクター会社設立でスタート
　
発
起
人
会
に
は
中
里
村
長
、

中
里
村
農
業
協
同
組
合
長
理
事
、

中
里
村
商
工
会
長
な
ど
関
係
者

が
出
席
し
、
新
会
社
名
や
定
款

を
承
認
。
資
本
金
百
株
五
百
万

円
、
村
が
五
十
株
、
農
協
、
新

潟
中
央
銀
行
、
商
工
会
の
各
機

関
と
商
業
者
を
含
め
五
十
株
を

募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
新
会
社
は
、
①
地
域
振

国道拡幅を契機に魅力ある商店街づくりをめざす

興
事
業
に
関
す
る
調
査
、
研
究
、

企
画
、
設
計
、
管
理
及
び
そ
の

受
託
事
業
②
集
合
店
舗
、
個
店

の
建
設
及
び
経
営
管
理
指
導
業

務
③
不
動
産
の
賃
貸
借
業
並
び

に
仲
介
業
務
④
農
林
産
物
、
畜

産
物
、
水
産
物
、
花
木
の
販
売

業
務
⑤
農
業
、
商
業
、
観
光
旅

行
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
伝

達
、
宣
伝
業
務
⑥
土
産
品
、
工

芸
品
、
民
芸
品
の
研
究
開
発
、

販
売
及
び
そ
の
受
託
業
務
⑦
建

物
清
掃
受
託
業
務
⑧
損
害
保
険

代
理
業
⑨
ホ
テ
ル
、
旅
館
そ
の

他
観
光
施
設
の
経
営
並
び
に
料

理
飲
食
店
、
娯
楽
場
の
経
営
⑩

労
働
者
派
遣
業
務
を
営
む
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
3
年
オ
ー
プ
ン

目
指
し
、
新
商
店
街

建
設

　
当
村
の
商
店
街
を
取
り
巻
く

経
済
環
境
は
、
年
々
進
む
過
疎

化
現
象
に
加
え
て
、
自
動
車
等

の
普
及
に
よ
り
品
数
が
豊
富
で
、

楽
し
ん
で
買
物
が
で
き
る
近
隣

の
大
型
店
に
消
費
者
が
流
れ
、

地
元
商
店
支
持
率
の
低
下
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
道
一
一
七
号
線
の

改
良
事
業
が
実
現
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
昭
和
六
十
一
年
に
中

里
村
の
商
業
の
進
む
べ
き
方
向

性
と
具
体
的
方
策
を
探
る
た
め

商
店
街
診
断
を
実
施
。

　
そ
の
後
、
近
代
化
推
進
協
議

会
を
結
成
し
、
行
政
、
農
協
、

金
融
、
商
工
会
の
各
機
関
で
検

討
を
積
み
重
ね
て
き
た
結
果
、

第
三
セ
ク
タ
ー
で
商
業
店
舗
共

同
化
事
業
（
近
代
化
資
金
制
度
）

を
導
入
し
、
集
合
店
舗
を
平
成

三
年
一
月
完
成
を
目
ど
に
、
建

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
国
道
拡
幅
で

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
商
店

な
ど
が
、
旧
第
一
酒
造
周
辺
七

千
四
百
十
一
㎡
に
、
五
世
帯
の

共
同
店
舗
を
含
む
住
宅
を
持
っ

た
店
舗
を
併
設
す
る
も
の
で
す
。

物
産
会
館
（
仮
称
）

　
　
　
　
な
ど
も
整
備

　
ま
た
、
村
で
も
こ
の
一
角
に

村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
要
望
の

強
か
っ
た
物
産
会
館
（
仮
称
）
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
公
園
（
親

水
ミ
ニ
パ
ー
タ
、
ベ
ン
チ
、
時

計
塔
）
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
事
業
組
合
共
有
で

街
灯
、
駐
車
場
、
イ
ベ
ン
ト
ス

テ
ー
ジ
な
ど
が
計
画
さ
れ
ま
す
。

　
総
事
業
費
は
約
十
七
億
円
に

の
ぼ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
事
業
実
施
に
よ
っ
て
、

消
費
者
の
対
外
流
出
に
歯
止
め

を
か
け
る
と
共
に
、
リ
ゾ
ー
ト

に
対
応
し
た
商
店
街
形
成
で
商

圏
の
拡
大
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新商店街計画位置図

至十日町市
至津南町 国道旧号線

　　　　　　　住宅地

　　　　　　　　　　4裟

　虎
　　　　　　　　　〆ρ一・『』』ズノ　「

　　　　　　　　銘纏諺　　　　　　　　’シ 双ノ｛一z影　　　　　　　　　　　γ1〆り

　　　　　　　　　　　■一■　　r一
　　　　　　　　鷺二
　　　　　　　　　1

〃1勿一

多霧雛簸
住宅地

　　　　　　　誓諺

住宅地　　二1ダ、

、シ1シ 住宅地　〃務務住宅地
至農協
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▲大空を舞い上がるパラグライダー

　のフライトは気持ちよさそう。

▲きまってますよ行司さん。しり相
　撲大会で優勝いただき。

　季縷鍵め螢箋麟蕊ケー動遜ン纐矯叢しで蟹また、

都欝乞響国と：の交流の場驚もて位優づ幹た第董園ヴ

　　ィ・リゾート中墓「雪原カーニバル覧89』が3月

　25、26臼の2日蘭、上越国際清津スキー場で盛

　　　大に繰り広げられました。会場には新座市

　　　民80人を迎え、村民多数が参加。25日の前

▲マイタケのバター妙めのサービスコーナーでは、48キロ

用意したマイタケもあっというまにぺロリ。

▼親子で楽しい雪上ゲーム

男潟1
藤鰍門　　罐漁碑‘’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛黙銘論鵬鰹露ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を繍響昊努塗写鋸桑灘郭芸ボノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などを楽しんだ後、新座市民との友好綱引

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き大会を最後にカーニバルは幕を閉じまし
夜祭は、カーニバルにふさわしく雪と　　　　　　　　　　た・暖冬少雪に泣かされはしましたが・

　　なり、特設ステージを中心に色と　　　　　　　　　　みんなで協力し・みんなで参加し

　　　りどりのライトを浴びながり、　　　　　　　　　　た雪原カーニバル。

　　　　　村再発見ウルトラクィズ・　　　来年また会いましょう！、ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　　、＿／＼一〆～ザ　　　　ど享
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たン空
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちデ

誕
壼

遜薄藪獅「

〈
総
勢
八
十
人
に
よ
る
新
座
市
と
中
里
村
の
友

　
好
綱
引
き
大
会
。
両
者
ゆ
ず
ら
ず
三
回
戦
で

　
新
座
市
に
軍
配
。

〈
カ
ラ
ー
で
お
見
せ
で
き
な
い
の
が
残
念
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
霧
島
美

　
甫
さ
ん
（
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
）
三
岳
良
さ
ん
（
ク
ラ
ウ
ン
レ
コ
ー
ド
）
の
歌

　
謡
シ
ョ
ー
な
ど
を
展
開
。

鋸
毫

の
人
気
は
ス
ノ
ー
マ
シ
ン
試
乗
、
子

は
大
喜
び
。

騨幽麟膿吻癖蜘蝕糠鶴懸曇蜘轡勤

へ

〈
「
平
成
生

れ
第
一
号
は
男
で
あ
る
。

さ
あ
ど
っ
ち
」

鳳
品
め
ざ
し
、
村
再
発
見

　
　
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

朗ザ

遷

ワ「愛と理解と慈しみの心』を大切にしていくことを
表現したハッピーカードアタック。たるばやしに合

合わせ男女の御神体が暗やみの中から出現。
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ー
q
簗
、ノ

　
　
生
　
ん

⑱
畔
－

　
校
勤

　
　
孝

　
　
イ
本

　
　
峡

　
　
津

　
清
山

　ぼくは、ほう年田植祭の様子を

かきました。工夫した所は、かげ

になる所を黒くして、かげっぽく

した所です・自分を大きくした所

が一番よくできたと思います。

　鈴木尚貴くん（2歳）
正．明美夫妻の長男（原町）⑱

　ぽくは、機械にとっても興味が

あるんだ。だから機械が載ってる

本をいっばいもっているよ。ぽく

雨が降っていない日はいつも外で

遊んでいるから顔も日やけで真っ

くろけだよ。お田さんはぽくが今

のまま健康でいてほしいんだって。

門

膠
《
壱
わ
た
し
5

　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
カ
ピ
カ
一
年
生

1人でも頑張ってね彩子さん

　
四
月
五
日
、

村
内
小
中
学
校

で
そ
れ
ぞ
れ
入

学
式
が
行
わ
れ
、

百
九
十
四
人
が

ピ
カ
ピ
カ
の
新
一
年
生
と
し
て
入
学
し

ま
し
た
。
な
か
で
も
、
土
倉
分
校
で
は
、

四
年
連
続
の
一
人
だ
け
の
入
学
。
新
一

年
生
の
南
雲
彩
子
さ
ん
は
、
校
長
先
生

最新鋭のはしご消防車

か
ら
「
入
学
お
め
で
と
う
、
一
人
で
す

が
元
気
で
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言

わ
れ
る
と
、
大
き
な
声
で
「
は
い
」
と
返

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
小
中
学
校
の
新
一
年
生
は
、

田
沢
小
四
十
七
人
、
高
道
山
小
九
人
、

倉
俣
小
十
九
人
、
貝
野
小
十
一
人
、
清

津
峡
小
九
人
、
中
里
中
九
十
八
人
で
す
。

真新しい校舎

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
三
十
メ
ー

ト
ル
級
の
は
し
ご
消
防
車
を
こ
の
ほ
ど

購
入
し
ま
し
た
。
国
内
で
は
、
二
台
目

と
い
う
西
ド
イ
ツ
製
の
消
防
車
で
、
は

し
ご
の
動
き
が
早
く
、
救
助
や
消
火
活

動
が
迅
速
に
出
来
る
こ
と
と
、
は
し
ご

が
三
十
一
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
、
水

平
線
よ
り
下
方
に
十
七
度
方
向
ま
で
自

由
に
動
か
せ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
今
後
は
消
火
活
動
だ
け
で
な
く
、
河

川
災
害
や
土
砂
く
ず
れ
な
ど
で
も
偉
力

を
発
揮
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

　
昨
年
の
六
月
に
着
工
さ
れ
た

倉
俣
小
学
校
の
体
育
館
・
特
別

教
室
棟
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
三

月
十
八
日
、
中
越
教
育
事
務
所

長
を
は
じ
め
、
学
区
民
な
ど
関

係
者
百
六
十
人
が
参
列
し
て
真

新
し
い
体
育
館
で
、
盛
大
に
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
中
で
、
全
校
児
童
が

「
新
し
い
歴
史
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
、
新
校
舎
」

と
喜
び
の
言
葉
を
述
べ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
終
了
後
、
学
区

民
な
ど
で
組
織
し
た
校
舎
改
築

記
念
事
業
実
行
委
員
会
か
ら
贈

ら
れ
た
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の

ピ
ア
ノ
開
き
を
行
い
、
校
舎
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

総
工
費
は

　
　
　
　
　
の

　
　
2
億
翻
万
円
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完
成
し
た
体
育
館
・
特
別
教

室
棟
は
、
鉄
筋
コ
ン
タ
リ
ー
ト

三
階
建
て
、
延
べ
一
千
五
百
七

十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
。

　
一
階
部
分
に
は
、
図
工
室
、

音
楽
室
、
理
科
室
、
家
庭
科
室
、

視
聴
覚
室
、
放
送
室
の
特
別
教

室
と
調
理
室
が
配
置
さ
れ
、
二
、

三
階
部
分
は
、
ス
テ
ー
ジ
が
完

備
さ
れ
た
体
育
館
に
な
っ
て
お

り
、
総
工
費
は
二
億
四
千
五
百

万
円
で
し
た
。

　
な
お
、
体
育
館
は
、
村
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
開
放
さ
れ
ま
す
。

／
／

羅
騒
轟
二

し
轟

」
『
塁
劃
酬

　　　　　　　　　　　新　校　し　ゃ

　　　　　　蝕　　　わたしは、この校しゃができてと

　　　　　　　　　てもうれしいです。それは，広いし

　　　　課　　　明るいからです。わたしは，この校

　　　幾　　　　しゃができるのを今か今かと待って

　　ぐ『r「懸糧　　　いました。この校しゃができたのは、

4年　　　　　　工事の万がいっしようけんめいやっ

根津みおりさ／、てくれたからだと思います・これか

　　　　　　　　　ら，この校しやを大事に使っていき

　　　　　　　　　たいと、わたしは思います。

　　　　　　　　　　　よろしく、新校舎

　　　　　　　　　ぼく達が侍ちに侍っていた体育館、

　　　　　　　　特別教室がようやくでき上がり、と

　　　　　　　　てもうれしいです。

　　　　　　　　　旧校書とちがい＼広く明るくてと

　　　　　　　　ても使いやすいです。一番よかった

6年　　　　　　のは・ステ｝ジらしいステージとす

山田寿一くんばらしいス9ジオでした・

　　　　　　　　　この校書でたくさんの思い出を作

　　　　　　　　りたいです。

わたしの

撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
裕

　
　
　
　
　
　
　
中
雲

静
岡
県
静
岡
市

　
静
岡
と
い
え
ば
富
士
山
で
す

が
、
私
の
育
っ
た
静
岡
市
か
ら

は
小
さ
な
富
士
し
か
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
静
岡
市
は
、
昔
駿
河
の
国
府

で
駿
府
城
が
あ
り
、
徳
川
家
康

が
晩
年
を
過
し
た
所
で
す
。
現

在
、
城
は
あ
り
ま
せ
ん
が
外
堀

と
中
堀
は
昔
の
ま
ま
残
っ
て
い

ま
す
。
中
堀
の
内
側
は
公
園
に

な
っ
て
い
て
家
康
の
銅
像
や
野

球
場
、
児
童
会
館
な
ど
が
あ
り

市
民
の
憩
の
場
所
で
す
。

　
ま
た
、
春
は
花
が
楽
し
め
四

月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
静
岡
祭

り
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
お
祭

り
の
見
所
は
、
三
、
四
日
の
二

日
間
行
わ
れ
る
大
御
所
花
見
行

列
で
、
駿
府
公
園
と
浅
間
神
社

の
間
を
往
復
練
り
歩
き
ま
す
。

　
観
光
と
し
て
は
、
梅
ヶ
島
温

泉
、
久
能
山
東
照
宮
、
登
呂
遺

跡
、
芹
沢
圭
介
美
術
館
、
井
川

湖
な
ど
が
あ
り
、
大
井
川
鉄
道

の
井
川
駅
か
ら
S
L
に
乗
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
最
後
に
静
岡
市
の
特
産
は
、

お
茶
、
み
か
ん
、
石
垣
イ
チ
ゴ

で
お
茶
は
日
本
一
で
す
。
他
に

お
み
や
げ
と
し
て
わ
さ
び
漬
け

や
黒
は
ん
ぺ
ん
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
静
岡
に
も
お

出
掛
け
下
さ
い
。

きっかけは……りお’ばさんの紹介なんですが、む

　　　　　りやりの見合みたいな感じでした。

第一印象は……り会ってすぐにこの人ならいいな

　　　　　と思いました。ワ大声で笑うのが印象

　　　　的で、気さくな感じがしました。
エピソードは……曽新婚旅行で飛行機に乗る時私

　　　　　だけ金属探知機が鳴ってしまったんで

　　　　　す。彼は私をおいてどんどん先に行っ

　　　　　てしまったんですよ。ワ何せ初めて飛

　　　　行機に乗るものだから、乗り遅れちゃ
　　　　　いけないと思一）て。もう少しでおいて

　　　　　いってしまうところでした。

お互いへの要望は……り今のままでいいですね．

　　　　　曽私は結構わがままなので、気が付い

　　　　　たことはどんどん言ってほしいです。

子育てのモットーは……り自然にのぴのび育てた

　　　　　いです。り素直で明るく優しい子にな

　　　　　ってほしいですね。

村への要望は……り冬期の仕事場が近くにほしい

　　　　　です。り子供を連れて遊びに行ける場

　　　　　所または施設があるといいですね。

り
鈴
木
峰
松
さ
動
⑰

ワ
　
　
　
泉

璽ギ

A
嵐

平成元年4月／0日広報かかマ尼9



一　
窄

1
。
怠

卿

　山本英幸さん
　　　　（山崎・22歳）

胤騰購歌
仕事は家の豆腐店を手伝って

いる。趣味はスキーとドライフ。

スキーは来シースン／級を取る

ことが目標。性格はちょっと調

子に乗りやすい所があって、つ

いつい限度を過ぎてしまうこと

がある。楽しいことは仲間と一

緒に飲みに行ってさわ・ぐこと。

夢は今の店を大きくして、いい

嫁をもらい，幸せな家庭を築く

こと。理想の女性はやさしくて

気がきく人。村への要望は若者

が地元に残れるよう．条件の良

い職場がどんどん増えてほしい。

豹知ら管
旅券（バスボート）の取得が

長岡総合庁舎でできます

外国へ旅行しようとする人は旅券（パ

スポート）が必要です。今まで県庁に

しかなかった旅券窓口が、4月1日か
ら長岡総合庁舎にも開設しましたあで

ご利用ください。

目受付場所

長岡市四郎丸町173－2

総合庁舎内1階（旅券センター）

■受付時間

平　日　午前9時～午後4時30分

土曜日　午前9時～午後12時

　　　　（第2、第4は除く）
騒交付までの日数　12日～14日間
詳しくは旅券センター（台0258－38－2525）へ。

消費税で水道料金が増額に

消費税が導入されたことにより、4

月1日から簡易水道料金は、その分増

額となりましたのでお知らせします。

（1ヵ月使用料）

　料金
区分 基本料金 超過料金

種　別 水量 料金 水量 料金

専用栓 10m球で 1，030円 1m糟毎 103円

共用栓 10m3まで 1，030円 1m3増毎 103円

今月の納税と振替日

　　　　　　　　（振替日）
■固定資産税　　（4月分）5月1日

■国民健康保険税（4月分）5月1日

■保育料　　（4月分）4月25日

6国民年金保険料（4月分）4月25日

■水道料　　（4月分）4月25日

※10円未満の端数が生じたときは、

切り捨てとなります。

なお、詳しくは役場建設課水道係へ

　　　含63－3111（内線263）

労働保険の申告納付はお早目に

平成元年度の労働保険料の申告と納

付の受付が4月1’日から5月15日まで
行われています。

　まだ手続きのお済みでない事業主の

方は、お早目に保険料申告書に保険料

を添えて、最寄りの銀行または農協に

申告、納付してください。

　　　　　十日町労働基準監督署

先生お元気でこんにおは先生 教職興人事異動名簿

中
里
中
学
校

教
頭
　
吉
楽
　
巌
　
　
真
田
小

教
諭
　
庭
野
　
和
也
　
塩
沢
中

〃
　
　
失
島
　
昭
彦
　
秋
葉
中

十
日
町

（
南
魚
）

（
栃
尾
）

教
頭
　
小
杉
　
正
芳
　
柏
崎
市
教
委
指
導
主
事

教
諭
　
木
下
　
弘
　
　
塩
沢
中
　
　
（
南
魚
）

〃
　
間
野
佳
代
子
　
新
採
用

欝
騨
武
田
　
定
純
　
川
口
中
　
（
北
魚
）

清
津
峡
小
学
校

校
長
　
根
津
　
茂
　
　
定
年
退
職

教
諭
　
桑
野
　
伸
英
　
謙
順
嵯
年
喫
十
日
町

〃
　
五
十
嵐
　
浩
　
岡
方
第
一
小
（
豊
栄

〃
　
石
沢
由
美
子
　
馬
場
小
　
（
十
日
町

〃
　
片
桐
　
秀
子
　
六
日
町
小
（
南
魚
）

　　　　教校〃　〃　〃　〃
　　　　諭長

吉
村
　
丘
　
　
栃
尾
東
小
（
栃
尾
）

渡
辺
　
正
浩
　
柏
崎
小
　
　
（
柏
崎
）

滝
沢
　
寿
子
　
水
原
小
　
　
（
北
蒲
）

岩
崎
ひ
ろ
み
　
早
通
南
小
（
豊
栄
）

福
原
　
弘
乃
　
東
曾
野
木
小
（
新
潟

吉
沢
　
正
春
　
金
津
小
　
　
（
新
津
）

倉
俣
小
学
校

校
長
　
八
木
三
男
治
　
北
辰
小
　
　
（
南
魚

教
頭
　
木
下
　
昌
男
　
葛
巻
小
　
　
（
見
附

教
諭
　
田
辺
　
澄
江
　
長
沢
小
　
　
（
西
蒲

貝
野
小
学
校

教
諭
　
阿
部
　
陽
一
　
柏
崎
小
　
　
（
柏
崎

〃
　
村
山
　
淳
美
　
高
道
山
小

校
長

教
頭

雌
教
額

教
諭

富
沢
　
宏
　
　
水
原
小
　
　
（
新
井
）

庭
野
　
克
子
　
十
日
町
小
（
十
日
町
）

桑
原
亜
失
子
　
臨
時

鈴
木
　
康
幸
　
宮
本
小
　
　
（
長
岡
）

永
井
　
保
子
　
田
上
中
　
　
（
南
蒲
）

高
道
山
小
学
校

教
頭
　
春
日
　
俊
雄
　
中
之
島
小
（
南
魚
）

教
諭
　
大
須
賀
明
彦
　
二
田
小
　
　
（
刈
羽
）

〃
　
白
井
　
涼
子
　
県
立
新
潟
養
護
学
校

　教教〃

　諭頭

村庭中
山野島

淳和博
美男稔

大
赤
沢
小
（
中
魚

田
沢
小

貝
野
小

【
転
出
さ
れ
た
先
生
】

職
名
　
　
氏
　
名
　
　
　
学
校
名

田
沢
小
学
校

教
頭
　
高
橋
　
昭
三
　
定
年
退
職

教
諭
　
久
保
田
セ
イ
　
勧
奨
退
職

〃
　
庭
野
　
和
男
　
高
道
山
小

栄
養
士
　
清
水
　
レ
イ
　
期
間
満
了

栄　教教葉”諭頭

阿
部
　
文
夫
　
田
尻
小
　
　
（
柏
崎

小
林
　
由
美
　
新
金
塚
小
（
北
蒲

中
野
美
由
紀
　
新
採
用

萱
森
　
仁
美
　
臨
時

職一
名転

氏

名

学
校
名

入
さ
れ
た
先
生
】
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鶏議騰β元年度分受付中

本年度から克雪住宅を建設される場

合に建設資金の一部を低利で貸し付け

る「克雪住宅等資金」と高等学校以上

の学校入学者に対して無利息で貸し付

ける「入学準備金・奨学金」の二つの

制度を設け、次により受付を開始しま

した。

貸付額等については、3月号でお知

らせしたとおりです。ご利用される方

は、早目に申し込みください。

＜克雪住宅等資金＞

　8月31日までに、第四銀行十日町支

店、新潟中央銀行中里支店、中里村農

業協同組合の各取扱金融機関に直接申

し込んでください。

＜入学準備金・奨学金＞

既に各集落の村政事務嘱託員を通じ

案内済みですが、締め切りは4月15日

までです。申し込み、問合せは村教育

委員会学校教育課へ。

奮63－3111（内線161・162）

国民年金現況届の

　　　提出期日が変更

　旧国民年金、障害年金、母子年金、

準母子年金、遺児年金、寡婦年金の受

給権者の現況届の提出期日は、昨年ま

では5月末日となっていましたが、今
年から誕生月の末日までに提出してい

ただくことに変更となりました。

今年提出していただく方は、5月以

降に誕生日を迎える方です。

提出していただく現況届の用紙は、

誕生月の前月の末頃に概当者あてに送

付します。

ただし、1月1日から4月30日まで
の誕生日の方は、今年の現況届は提出

する必要はありません。したがって、

現況届の用紙はお送りしませんが、引

き続き年金は受けられます。

詳しくは役場住民課、国民年金係へ。

第
1
0
回
中
里
村
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
結
果

　
三
月
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山火事に注意を！

今年は雪消えが早いため、程島で4

月2日、田畦の枯草焼きが原因で山火
事が発生しました。

農作業のために、田畦等の枯草を燃

やしている所をよく見かけますが、こ

の時期は、特に空気が乾燥しており、

一旦他の場所に火が移るとわずかな時

間で燃え広がります。また、昼間は炎

が見えません。

山では水がなく、消火活動が思うよ

うにできませんので、火の取り扱いに

は十分注意してください。

また、山菜取りのシーズンを迎えま

すが、タバコの投げ捨ては絶対やめま

しょう。

消火器もう一度点検を

初期消火に欠かせない消火器も、場

合によっては爆発の恐れがあります。

一般に普及している消火器は粉末、強

化液、泡消火器で構造上加圧式、蓄圧

式、転倒式があります。

特に加圧式消火器は注意しなければ

なりません。容器内は常圧で、操作す

ることにより不燃性ガスボンベが容器

内に噴出し、容器全体に圧力がかかり

ます。よってさび、腐触、変形、キャ

ップのゆるみのあるもの、また廃棄さ

れるものは危険ですから使用しないで

下さい。

一般家庭について点検義務はありま

せんが、さび、変形、キャップに光沢

がないもの、使用済みのもの、老朽化

（5年以上経過）したものは、信頼の

できる専門業者に点検や整備を依頼し

て下さい。
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服部ミツエ（47〉如来寺

難蜘醐纏麟
今年は暖冬少雪で、車の動きが

活発となり、3月末で昨年より3
件多い事故が発生しています。そ

の後、4月3日に国道353号線葎沢

付近の沢で、1ヵ月前に転落した
とみられる自動車が発見され、乗

っていた運転者が死体で発見され

るという痛ましい事故が発生しま
した。

　とかくこの時期は、気がゆるみ

がちです。交通事故を起こさない

よう、あわないよう注意しましょう。

●飲酒運転検挙者数　1人

●無免許運転違反者数　3人

●事故発生件数　　　5件

　　　　（3月末累計）
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